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ユーロ圏 製造業ＰＭＩ（2007年1月） 発表日：2007年2月1日（木） 

          ～ドイツを牽引役に底堅い推移が続く～  
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ユーロ圏製造業PMI

総合 ドイツ フランス イタリア
生産 新規受注 雇用 配達時間 在庫 投入価格 産出価格

2006 1 53.5 55.9 55.5 49.6 45.5 47.9 63.0 51.8 55.0 50.7 53.5
2 54.5 57.0 56.7 49.7 43.7 48.2 64.8 53.4 55.8 52.2 55.1
3 56.1 59.0 58.9 50.9 42.7 49.0 62.5 54.4 58.1 54.6 55.5
4 56.7 59.3 59.5 51.8 41.1 48.6 65.5 54.8 58.1 55.3 57.0
5 57.0 59.5 58.9 52.1 39.5 49.7 71.1 55.6 58.5 56.1 56.6
6 57.7 60.1 59.4 53.1 38.5 50.1 71.5 56.0 59.5 56.1 57.5
7 57.4 59.4 59.1 52.3 37.4 49.7 73.5 57.3 58.9 57.2 56.1
8 56.6 58.4 57.8 51.9 39.1 51.2 68.7 55.2 58.3 56.2 54.8
9 56.6 58.2 58.4 52.3 39.6 50.8 69.3 56.1 58.4 56.0 54.8

10 57.0 58.6 58.9 52.2 39.6 51.7 68.1 55.3 58.2 56.3 56.2
11 56.6 57.8 58.4 52.8 40.1 50.5 64.0 55.0 58.3 56.5 54.8
12 56.5 58.0 57.8 52.7 39.9 51.3 62.9 55.9 59.4 54.2 55.0

2007 1 55.5 57.0 56.5 53.2 42.1 50.0 66.5 58.5 58.5 52.4 53.5

（出所）Reuters Ecowin  

 

前 月 か ら 低 下
も、高水準は持
続 

１月のユーロ圏製造業ＰＭＩは55.5（前月差▲1.0ｐ）と前月からは３ヶ月連続低下した。

ただし水準としては改善を示す50を大きく超えており、ユーロ圏製造業は緩やかな鈍化に留ま

っていると判断できる。 

内訳をみると、生産指数は57.0（同▲1.0ｐ）、新規受注指数が56.5（同▲1.3ｐ）と大きく

低下した。この背景にはフランスの大幅な低下が挙げられる。フランスの産出価格は60.0（12

月：57.0、11月：55.7）と３ヶ月連続で高い伸びとなっており、昨年末からユーロ高が輸出に

悪影響を与えるとの同国での不満と合致している。もっともドイツなど他国からは、自国の価

格競争力のなさをユーロ高のせいにしてはならないとフランスのこうした態度が批判されて

いる。ＰＭＩ統計を取りまとめているＮＴＣのコメントでは、フランス企業が収益マージンを

高めた結果、受注が減少したとしており、フランスの価格競争力の無さが表に出る結果となっ

た。 

 

牽引役のドイツ
の好調は続く 

これまでユーロ圏製造業を牽引してきたドイツをみると、生産指数が61.1（前月差▲0.2ｐ）、

輸出受注が59.1（同＋0.2ｐ）、新規受注も60.9（同▲0.1ｐ）と好調だった前月からほぼ横ば

いとなっている。 

ドイツでは長期にわたる景気拡大にもかかわらず企業が設備投資を抑制してきたため、設備

稼働率は上昇基調を辿り、07年１－３月期まで８四半期連続で上昇している。こうしたことか

ら設備投資需要が徐々に強まり、Ｉｆｏ研究所の調査によると69％の企業が設備投資を昨年よ

りも増やす計画をたてている。ＥＵ委員会の調査からは、今年は更新投資や合理化のための投

資の割合が減る一方で、能力拡大のための投資の割合が増えている。このような設備投資需要

の高まりに伴う資本財生産の好調さが生産活動を押し上げる要因の一つとなっている。また、

米国をはじめとする域外需要の減速が限定的なものであったことや、ユーロ域内需要の拡大が
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続いていることを背景にした輸出受注の拡大も生産活動の支えとなっている。ドイツ製造業の

好調に牽引される形で、今後もユーロ圏製造業の堅調な推移が見込まれる。 

 

雇用環境の改善
を背景に個人消
費の拡大も続く
公算大 

企業活動が長期にわたって堅調さを持続していることを背景に、雇用指数は53.2（前月差＋

0.5ｐ）と上昇している。失業率をみると、12月のユーロ圏失業率は7.5％と統合以来の最低水

準を更新した。こうした雇用の改善に伴い、個人消費は緩やかな拡大基調をたどっている。今

後も企業部門の堅調な推移を背景に、引き続き雇用環境は改善し、個人消費の緩やかな拡大は

続くとみられる。 

 

物価は安定した
推移が続くと予
想 

産出価格は58.4（前月差＋2.5ｐ）と統計が取られ始めた02年11月以来最高水準となった。

投入価格も３ヶ月ぶりに上昇しているが、この要因としてはドイツ付加価値税引き上げやＥＣ

Ｂによる金利引き上げが考えられる。しかし好調な企業部門に比べると家計部門は弱く、企業

は消費の落ち込みを懸念し最終財への価格転嫁を限定的なものに留めると考えられる。このた

め生産者物価（消費財）は今後も落ち着いた推移が予想される。 

一方で消費者物価を見ると、１月はドイツ付加価値税引き上げの影響で消費者物価の伸びが

加速すると予想されていたが、前年比＋1.9％と前月から伸びは横ばいだった。内訳は発表さ

れていないが、すでに発表されたドイツ（州別）から推測すると、企業が消費の落ち込みを懸

念して増税分の消費者物価への転嫁を限定的なものに留めたことに加え、原油価格の大幅な低

下がその転嫁分を打ち消したようだ。先行きについてもサービス価格に影響を与える賃金も安

定した推移が続いていること、また財価格に影響を与える生産者物価も落ち着いた推移が見込

まれることから、消費者物価も安定した推移となろう。 
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ユーロ圏製造業PMI(生産）
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ユーロ圏製造業PMI(新規受注）
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ユーロ圏製造業PMI(輸出受注）
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ユーロ圏製造業PMI(雇用）
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ユーロ圏製造業PMI（価格）
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ユーロ圏製造業PMI（雇用）
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設備稼働率
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